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令和７年度の「解説資料」では，調査問題作成の枠組みとして，以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕

出題の範囲として，学習指導要領に示された目標及び内容などに基づき，「Ａ物質・エネルギー」，「Ｂ生命・地球」の二
つの内容区分から「エネルギー」，「粒子」，「生命」，「地球」などの科学の基本的な概念等を柱とした内容をバランスよく
出題することとした。なお，小学校第５学年までの内容となるようにしている。

また，評価の観点については，「知識・技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。
〔調査問題について〕

令和７年度調査問題は，上記の問題作成の基本理念に沿って，「知識」，「技能」，「分析・解釈」，「構想」，「検討・改善」
を枠組みの視点として位置付けて出題した。小学校学習指導要領（平成29 年告示）解説理科編では，小学校理科の内
容の改善において，「小学校，中学校，高等学校の一貫性に十分配慮するとともに，育成を目指す資質・能力，内容の系統
性の確保，国際的な教育の流れなどにも考慮して内容の改善及び充実を図った」と記されている。そこで，令和４年度調
査において，小学校理科と中学校理科の調査問題作成の枠組みについては，統一を図った。令和７年度の「解説資料」
では，調査の概要が以下のように示されている。

小学校理科　調査の概要
令和7年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕
大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価

観点
回答
形式

1

(1)
赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込む時間の違いを調
べる実験の条件について，コップ A の土の量と水の量か
ら，コップ B の条件を書く

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて，赤玉土の量と水
の量を正しく設定した実験の方法を発想し，表現することができるかどうか
をみる

B
生
・
地

思 短
答

(2) 赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いをまと
めたわけについて，結果を用いて書く

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて，結果を基に結論
を導いた理由を表現することができるかどうかをみる B

生
・
地

思 記
述

(3)
【結果】や【問題に対するまとめ】から，中くらいの粒の
赤玉土に水がしみ込む時間を予想し，予想した理由とと
もに選ぶ

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて，【結果】や【問題
に対するまとめ】を基に，他の条件での結果を予想して，表現することがで
きるかどうかをみる

B
生
・
地

思 選
択

2

(1)
アルミニウム，鉄，銅について，電気を通すか，磁石に
引き付けられるか，それぞれの性質に当てはまるものを
選ぶ

身の回りの金属について，電気を通す物，磁石に引き付けられる物があるこ
との知識が身に付いているかどうかをみる A

物
・
エ

知 選
択

(2)
電気を通す物と通さない物でできた人形について，人形
A の剣を人形 B に当てたときだけ，ベルが鳴る回路を選
ぶ

電気の回路のつくり方について，実験の方法を発想し，表現することができ
るかどうかをみる A

物
・
エ

思 選
択

(3) ベルをたたく装置の電磁石について，電流がつくる磁力
を強めるため，コイルの巻数の変え方を書く

電流がつくる磁力について，電磁石の強さは巻数によって変わることの知識
が身に付いているかどうかをみる A

物
・
エ

知 短
答

(4) 乾電池２個のつなぎ方について，直列につなぎ，電磁石
を強くできるものを選ぶ

乾電池のつなぎ方について，直列つなぎに関する知識が身に付いているかど
うかをみる A

物
・
エ

知 選
択

3

(1) ヘチマの花のおしべとめしべについて選び，受粉につい
て書く ヘチマの花のつくりや受粉についての知識が身に付いているかどうかをみる B

生
・
地

知 選
択

短
答

(2) ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき，適切な像にする
ための顕微鏡の操作を選ぶ

顕微鏡を操作し，適切な像にするための技能が身に付いているかどうかをみ
る B

生
・
地

知 選
択

(3) ヘチマの種子が発芽する条件を調べる実験において，条
件を制御した解決の方法を選ぶ

発芽するために必要な条件について，実験の条件を制御した解決の方法を発
想し，表現することができるかどうかをみる B

生
・
地

思 選
択

(4) レタスの種子の発芽の結果から，てるみさんの気付きを
基に，見いだした問題について書く

レタスの種子の発芽の条件について，差異点や共通点を基に，新たな問題を
見いだし，表現することができるかどうかをみる B

生
・
地

思 記
述

4

(1) 水の温まり方について，問題に対するまとめをいうため
に，調べる必要があることについて書く

水の温まり方について，問題に対するまとめを導きだす際，解決するための
観察，実験の方法が適切であったかを検討し，表現することができるかどう
かをみる

A
物
・
エ

思 短
答

(2)
イウ

水の蒸発について，温度によって水の状態が変化すると
いう知識と関連付け，適切に説明しているものを選ぶ

水の蒸発について，温度によって水の状態が変化するという知識を基に，概
念的に理解しているかどうかをみる

A
物
・
エ 

B
生
・
地

知 選
択

(2)
エオ

水の結露について，温度によって水の状態が変化すると
いう知識と関連付け，適切に説明しているものを選ぶ

水の結露について，温度によって水の状態が変化するという知識を基に，概
念的に理解しているかどうかをみる

A
物
・
エ 

B
生
・
地

知 選
択

(3)
カ

海にある氷がとけることについて，水が氷に変わる温度
を根拠に予想しているものを選ぶ

水が氷に変わる温度を根拠に，オホーツク海の氷の面積が減少した理由を予
想し，表現することができるかどうかをみる A

物
・
エ

思 選
択

(3)
キ

水が陸から海へ流れていくことについて，水の行方と関
連付けているものを選ぶ

氷がとけてできた水が海に流れていくことの根拠について，理科で学習した
ことと関連付けて，知識を概念的に理解しているかどうかをみる B

生
・
地

知 選
択

(3)
ク

海面水位の上昇について，水の温度による体積の変化を
根拠に予想しているものを選ぶ

「水は温まると体積が増える」を根拠に，海面水位の上昇した理由を予想し，
表現することができるかどうかをみる A

物
・
エ

思 選
択
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中学校理科　調査の概要
令和7年度　全国学力・学習状況調査

〔調査問題一覧表〕
大問 小問 問題の概要 出題の趣旨 分野 評価

観点
回答
形式

1

(1)
電熱線を利用して水を温めるための電気回路について，
直列と並列とで回路全体の抵抗が大きい装置や速く水
が温まる装置を選択する

電熱線で水を温める学習場面において，回路の電流・電圧と抵抗や熱量に関する
知識及び技能が身に付いているかどうかをみる

エ
ネ 知 選

択

(2) 「理科の実験では，なぜ水道水ではなく精製水を使うの
かな ?」という疑問を解決するための課題を記述する

身の回りの事象から生じた疑問や見いだした問題を解決するための課題を設定で
きるかどうかをみる

粒
子 思 記

述

(3) 地層１から地層４までの性質から，水が染み出る場所
を判断し，その場所を選択する

露頭のどの位置から水が染み出るかを観察する場面において，小学校で学習した
知識を基に，地層に関する知識及び技能を関連付けて，地層を構成する粒の大き
さとすき間の大きさに着目して分析して解釈できるかどうかをみる

地
球 思 選

択

(4) 生物１から生物４までの動画を見て，呼吸を行う生物
をすべて選択する

水の中の生物を観察する場面において，呼吸を行う生物について問うことで，生
命を維持する働きに関する知識が概念として身に付いているかどうかをみる

生
命 知 選

択

(5) 塩素の元素記号を記述する 塩素の元素記号を問うことで，元素を記号で表すことに関する知識及び技能が身
に付いているかどうかをみる

粒
子 知 短

答

(6) 水道水と精製水に関する２人の発表を見て，探究の過
程におけるあなたの振り返りを記述する

科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において，探究か
ら生じた新たな疑問や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できる
かどうかをみる

粒
子 思 記

述

2

(1) 【考察】をより確かなものにするために必要な実験を選
択し，予想される実験の結果を記述する

【考察】をより確かなものにするために，音に関する知識及び技能を活用して，変
える条件に着目した実験を計画し，予想される実験の結果を適切に説明できるか
どうかをみる

エ
ネ 思 選

択
記
述

(2)
「Web ページの情報だけを信用して考察してよいか」
について判断し，その理由として適切なものをすべて
選択する

ストローの太さと音の高低に関する情報を収集してまとめを行う学習活動の場面
で，収集する資料や情報の信頼性についての知識及び技能が身に付いているかど
うかをみる

エ
ネ 知 選

択

3

(1) 設定した【仮説】が正しい場合の実験結果の予想を選
択する

仮説を立てて科学的に探究する学習場面において，電気回路に関する知識及び技
能を活用して，仮説が正しい場合の結果を予想することができるかどうかをみる

エ
ネ 思 選

択

(2) 抵抗に関する知識を手掛かりに，身近な電気回路に抵
抗がついている理由を選択する

身近な電化製品の電気回路について探究する学習場面において，回路に抵抗が付
いている理由を問うことで，抵抗に関する知識が概念として身に付いているかど
うかをみる

エ
ネ 知 選

択

4
(1)

プロパンガスと都市ガスでシャボン玉を作ったときの
様子から，プロパンガス，都市ガス，空気の密度の大
小を判断し，小さい順に並べる

ガス警報器の設置場所が異なる理由を考える学習場面において，実験の様子と，
密度に関する知識及び技能を関連付けて，それぞれの気体の密度の大小関係を分
析して解釈できるかどうかをみる

粒
子 思 選

択

(2) 「一酸化炭素は空気より軽い」という性質を基に，適切
な避難行動を選択する

火災における適切な避難行動を問うことで，気体の性質に関する知識が概念とし
て身に付いているかどうかをみる

粒
子 知 選

択

5

(1) 加熱を伴う実験において，火傷をしたときの適切な応
急処置を選択する

加熱を伴う実験における実験器具の操作等に関する技能が身に付いているかどう
かをみる

粒
子 知 選

択

(2)
実験の動画と実験結果の図から，どのような化学変化
が起きているか判断し，原子や分子のモデルを移動さ
せることで，その化学変化をモデルで表す

化学変化に関する知識及び技能を活用して，実験の結果を分析して解釈し，化学
変化を原子や分子のモデルで表すことができるかどうかをみる

粒
子 思 記

述

6

(1) 牧野富太郎の「ノジギク」のスケッチから分かるスケ
ッチの技能について，適切なものを選択する

スケッチから分かることを問うことで，スケッチに関する知識及び技能が身に付
いているかどうかをみる

生
命 知 選

択

(2)
牧野富太郎の「サクユリ」のスケッチから，サクユリ
の【茎の横断面】，【根】として適切なものを判断し，
選択する

スケッチから分かる植物の特徴を基に，植物の葉，茎，根のつくりに関する知識
及び技能を活用して，植物の茎の横断面や根の構造について適切に表現できるか
どうかをみる

生
命 思 選

択

7
(1) 小腸の柔毛，肺の肺胞，根毛に共通する構造と同じ構

造をもつものとして適切な事象を判断し，選択する
小腸の柔毛，肺の肺胞，根毛に共通する構造について学習する場面において，共
通性と多様性の見方を働かせながら比較し，多面的，総合的に分析して解釈する
ことができるかどうかをみる

粒
子 思 選

択

(2) 消化によってデンプンがブドウ糖に分解されることと，
同じ化学変化であるものを選択する

分解に関する身近な事象を問うことで，これまでに学習した理科の知識及び技能
を基に，化学変化の分解の知識が概念として身に付いているかどうかをみる

粒
子

生
命 知 選

択

8

(1)
大地の変化に関する言い伝えを１つ選択し，その選択
した言い伝えが科学的に正しいと判断するための理由
を「地層を調べたときに何が分かればよいか」に着目
して記述する

地域の言い伝えを科学的に探究する学習場面において，大地の変化と，地層の様
子やその構成物に関する知識及び技能を関連付けて，地層の重なり方や広がり方
を推定できるかどうかをみる

地
球 思 選

択
記
述

(2)
A さんの考えを肯定するためにはボーリング地点③の
結果がどのようになればよいかを判断し，青色の地層
を移動させ，ボーリング地点③の結果をモデルで表す

大地の変化について，時間的・空間的な見方を働かせて，土地の様子とボーリン
グ調査の結果を関連付けて，地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる

地
球 思 記

述

9
(1) 【予想】から学習した内容が反映されたＡさんの【振り

返り】を読み，Ａさんの【予想】を判断し，選択する
気圧について科学的に探究する場面において，状態変化や圧力に関する知識及び
技能を基に，予想が反映された振り返りについて問うことで，探究の過程の見通
しについて分析して解釈できるかどうかをみる

地
球 思 選

択

(2) クリーンルームのほかに気圧を利用している身近な事
象を選択する

気圧に関する身近な事象を問うことで，気圧の知識が概念として身に付いている
かどうかをみる

地
球 知 選

択

令和７年度の「解説資料」では，調査の概要が以下のように示されている。
〔出題の範囲と評価の観点について〕

出題の範囲として，学習指導要領の目標及び内容に基づき，第１分野の「エネルギー」を柱とする領域と「粒子」を柱
とする領域，第２分野の「生命」を柱とする領域と「地球」を柱とする領域からバランスよく出題することとし，「エネルギー」
と「粒子」を柱とする領域， 「エネルギー」と「地球」を柱とする領域，「生命」と「地球」を柱とする領域のように，二つ
の領域を横断した問題も出題することとした。なお，第２学年までの内容としている。 また，評価の観点としては，「知識・
技能」，「思考・判断・表現」に関わるものを出題した。

〔調査問題について〕
調査問題では，日常生活や社会の文脈の中で，生徒自らが事象の中に問題を見いだして課題を設定し，科学的な探究の

過程を通して思考，判断，表現しながら解決していくことを「分析・解釈」，「構想」，「検討・改善」の三つの視点から捉え
ることとした。



小理－ 3

あかりさんたちは実験を行い、得られた【結果】を下のように整理 

しました。

〈赤
あか

玉
だま

土
つち

に水がしみこむ時間〉

コップＡ
（大きいつぶ）

コップＢ
（小さいつぶ）

1 回目 3 秒 11 秒

2 回目 4 秒 10 秒

3 回目 4 秒 11 秒

あかりさんは、【問題に対するまとめ】を考えています。

【問題に対するまとめ】は、「水のしみこみ方は、 

赤玉土のつぶの大きさによって、ちがいがある」 

といえるね。あかり

あかりさんが下線部のようにまとめたわけを、上の【結果】を使って

書きましょう。

【結果】

（2）

4

特徴的な問題と対策

！ チェック
【結果】から，コップ Aとコップ B の
しみ込む時間を比較して，どちらの方
が長いか（あるいはどちらの方が短い
か）をとらえるようにする。
ここでは，コップ A よりもコップ B の
方が，しみ込む時間が長いことをおさ
える。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問1(2)

小学校理科①

問いには，【結果】を使ってという表
現があるので，コップ Aとコップ B で
の水のしみ込む時間の数値を具体的
に出しながら，答えるようにする。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

1 （２）

赤玉土の粒の大きさによる水の
しみ込み方の違いをまとめたわ
けについて，結果を用いて書く

赤玉土の粒の大きさによる水の
しみ込み方の違いについて，結
果を基に結論を導いた理由を表
現することができるかどうかを
みる

〔第４学年〕
B　生命・地球

（２）ア（イ）

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

記述

１　結果を基に結論を導いた理由を表現することができるかどうかをみる。（「地球」を柱とする領域）

解答例 水のしみ込む時間は，コップＡは３秒から４秒で，コップＢは 10 秒から 11 秒だったので，小さ
いつぶの方が長かったから。

【正答の条件】 �次の①，②を全て記述して，妥当な考えを表現している。
①コップＡ，コップＢでの水のしみ込む時間を数値で記述しているもの
②それぞれのしみ込む時間を比較し，結論を導いた理由を記述しているもの

あかりさんのいう，「しみこ込み方のち
がい」が，つぶの大きさのちがいによ
るしみ込む時間のちがいであることを
おさえる。

！ チェック

！ チェック
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教科書との関連

土への水のしみ込み方について，つぶの
大きさのちがう２つの土を比べて確かめ
る実験を設定しています。

日常生活に関連した内容や，学んだこと
を活用した例を取り上げています。

しみ込み方のちがいをモデルで表現するこ
とで理解しやすいように工夫しています。

単元末の「ふりかえろう」では，学んだ
ことのまとめの掲載もあります。まとめ
を行うときに活用できます。

類似
問題

理科４年 p.63

理科４年 p.59



小理－ 8

「人
にん

形
ぎょう

Ａの剣
けん

を人形Ｂに当てたときだけ、かね（ベル）が鳴る」のは、

どのような回路でしょうか。下の １ から ４ までの中から 1つ選んで、
その番号を書きましょう。

１ ２

人
形
Ａ

人
形
Ｂ

人
形
Ａ

人
形
Ｂ

３ ４

人
形
Ａ

人
形
Ｂ

人
形
Ａ 人

形
Ｂ

（2）

6

特徴的な問題と対策小学校理科②

！ チェック
電気を通すものと電気が通さないもの
があること，電気を通すつなぎ方と通
さないつなぎ方があることを思い出す。

「かね（ベル）が鳴る」ことは，つまり「電
気が通る回路になる」ことをとらえる。

！ チェック
「電気を通さない持ち手」が回路のど
の部分にあるかをおさえて，電気が通
る部分をなぞるように見ていく。それ
ぞれの回路をなぞっていき，とちゅう
で回路がとぎれているところはないか
考える。

！ チェック

それぞれの回路において，「人形 A の
剣を人形 B に当てたときだけ」回路
に電気が通るものはどれか考える。

令和７年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問２(４)

！ チェック

１の回路は，人形 A だけの回路になっ
ていて，人形 B が関係ない回路になっ
ている。２と３の回路は，常に電気が
通らない回路になっている。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

２ （２）

電気を通す物と通さない物でで
きた人形について，人形 A の
剣を人形 B に当てたときだけ，
ベルが鳴る回路を選ぶ

電気の回路のつくり方につい
て，実験の方法を発想し，表現
することができるかどうかをみ
る

〔第３学年〕
A　物質・エネ
ルギー

（５）ア（ア）（イ）

思考・
判断・
表現

構想 選択

２　実験の方法を発想し，表現することができるかどうかをみる。（「エネルギー」を柱とする領域）

解答例 ４

人形Ａと人形Ｂの「電気を通さない持ち手」が回路の一部に含まれない電気の回路を選択している。この回路では，
「人形Ａの剣を人形Ｂに当てたとき」だけ電気が通る回路となっている。このことから，電気の回路について，解決す
るための観察，実験の方法を発想し，表現することができていると考えられる。
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教科書との関連

豆電球に明かりがつくつなぎ方について，さまざまな予想を立てて
実験を行う設定をしています。また，結果と考察をわけて記述する
など，全体を通して探究の過程をわかりやすく扱っています。

巻頭では，３年生でとくに身につけたい力
として，「問題をみつけよう」をあげ，ちが
うところや似ているところを比べていくこと
を示しています。科学的な思考力の育成を
学年を通して大切にしています。

理科４年 p.132

実験の結果からわかったことをわかりや
すく伝えるための工夫を，図を使って表
現しています。



小理－14

【方法③】の ケ と コ は、それぞれどのような条件で実験すれば 

よいですか。 ケ と コ にあてはまる実験を、下の １ から ４ の中 

から 2 つ選んで、その番号を書きましょう。

１ ２

〈条件〉
・水あり
・空気あり（種子が空気にふれている）
・温度（室温）
・日光なし（箱をかぶせている）
・肥料なし

しめらせた 
だっし綿

めん

〈条件〉
・水あり
・空気あり（種子が空気にふれている）
・冷

れい

蔵
ぞう

庫
こ

の中（約 5 ℃）
・日光なし（箱をかぶせている）
・肥料なし

しめらせた 
だっし綿

３ ４

〈条件〉
・水あり
・空気なし（種子が空気にふれていない）
・温度（室温）
・日光なし（箱をかぶせている）
・肥料なし

水

〈条件〉
・水あり
・空気あり（種子が空気にふれている）
・温度（室温）
・日光あり（直接日光が当たらない明るい所）
・肥料なし

しめらせた 
だっし綿

実験の結果から、ヘチマの種子も、水、空気、 

適した温度といった条件が必要だったよ。
たかひろ

（3）

8

特徴的な問題と対策

！ チェック

問題文の予想では，ヘチマの発芽につ
いて，「インゲンマメの種子と同じよう
に，水，空気，適した温度（室温）といっ
た条件で発芽すると思う。」とあるよ
うに，３つの条件をあげていることに
着目する。

小学校理科③

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問３(3)

！ チェック

条件には，水，空気，温度，日光，肥
料があることをとらえる。調べるため
には，考えられる要因の中から，変え
る条件は１つとし，他の要因は変えな
い条件として考える。たとえば，1と4
では，日光があるかないかが比べられ
る。

解答例 １，２（順不同）

ヘチマの種子が発芽する条件として適した温度が必要か調べるために，１と２が比較する観察，実験として必要であ
ると指摘している。１の温度の <条件 > は「室温」，２の温度の <条件 > は「冷蔵庫の中」であり，他の条件は１と
２で同一である。考えられる要因の中から，変える条件は１つの要因とし，他の要因は変えない条件として条件を制
御する観察，実験を計画することができている。このことから，発芽するために必要な条件について，実験の条件を
制御しながら解決するための観察，実験の方法を発想し，表現することができていると考えられる。

！ チェック

ヘチマの種子の発芽も，インゲンマメ
と同じ条件であることがわかる。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

３ （３）

ヘチマの種子が発芽する条件を
調べる実験において，条件を制
御した解決の方法を選ぶ

発芽するために必要な条件につ
いて，実験の条件を制御した解
決の方法を発想し，表現するこ
とができるかどうかをみる

〔第５学年〕
B　生命・地球

（１）ア（イ）

思考・
判断・
表現

構想 選択

３　実験の条件を制御した解決の方法を発想し，表現することができるかどうかをみる。（「生命」を柱とす
る領域）
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教科書との関連

実験の計画を立てる力を確実に育成するために，図
や児童のせりふなどを掲載するなどの工夫をして，
丁寧に扱っています。

適当な温度について調べる実験を，そろ
える条件と調べる条件を明確に分けて
行うように設定しています。

単元末の「ふりかえろう」では，実験の条件を改善する
問題や，条件を変えて得られた結果のちがいを説明する
問題なども掲載しています。

理科５年 p.38

理科５年 p.39



小理－21

ひろみさんとゆういちさんは、気温に関するニュースを知り、  

話しています。

日本の 1 年間の平均気温が、過
か

去
こ

100 年間で 

約 1 ℃高くなったことをニュースで知りました。
ひろみ

図の（ カ ）から（ ク ）の中には「学習したこと」や「学習したこと 

をもとに考えたこと」が入ります。（ カ ）から（ ク ）の中にあてはま 

るものを、右の １ から ４ の中からそれぞれ 1つずつ選んで、その番号 

を書きましょう。

理科学習まとめ 気温が高くなって起こったと考えられること

学習したこと

日本の北にある
オホーツク海で見られる氷が
最も広がったときの面積は、
1971 年から 2023 年の間で、
10 年あたり 5 .5 万 km2

の割
わり

合
あい

で減少した

水 は、 冷 え る と 
0 ℃で氷に変わる

気温が高くなると、 
陸にある雪や氷が 
たくさんとける

学 習 し た こ と を 
もとに考えたこと

学 習 し た こ と を 
もとに考えたこと

（ カ ）

オホーツク海の氷

写　真

（3）

小理－22

気温が高くなって起こったと考えられること

学習したこと学習したこと

日本の海面水位（海水の平均の高さ）が
2006 年から 2018 年の間で
1 年あたり 3 .4 mm の割

わり

合
あい

で
上

じょう

しょうした

水は、温まると 
体積が増える

氷がとけてできた水は 
海に流れていく

学 習 し た こ と を 
もとに考えたこと 学 習 し た こ と を 

もとに考えたこと

（ キ ）

（ ク ）

「気温が高くなって起こったと考えられること」について、 

ひろみさんと思い出したり考えたりしたことを、「学習したこと」 

や「学習したことをもとに考えたこと」に分け、まとめました。
ゆういち

１　海水は、温まると水と同じように体積が増える

２　海の氷は、平均気温が高くなるとできにくくなる

３　水は、高い場所から低い場所へと流れる

４　水は、氷になるとき体積が増える

10

特徴的な問題と対策小学校理科④

！ チェック

「理科学習まとめ」では，理科で「学習したこと」
に関連づけて，「学習したことをもとに考えたこ
と」が思考・表現されていることをとらえる。

！ チェック

「学習したこと」をもとに，水の体積に
関する内容であることをおさえる。また，

「気温が高くなって起こったと考えら
れること」と「学習したこと」で述べ
られていることのいずれにもあてはま
る内容がどれかを考える。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問4(3) ク

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

４ （３）
ク

海面水位の上昇について，水の
温度による体積の変化を根拠に
予想しているものを選ぶ

「水は温まると体積が増える」
を根拠に，海面水位の上昇した
理由を予想し，表現することが
できるかどうかをみる

〔第４学年〕
A　物質・エネ
ルギー

（２）ア（ア）

思考・
判断・
表現

構想 選択

４　水について調べ，発表する（「物質」を柱とする領域）

解答例 １

学習したこと「水は，温まると体積が増える」を根拠に，海面水位が上昇したことの理由として，「海水は，温まると
水と同じように体積が増える」と正しく捉えている。このことから，海水の温度が上昇するのに伴い海面水位が上昇
することの理由を予想し，表現することができていると考えられる。

！ チェック

１と２は，「学習したことをもとに考えた
こと」に関する内容の文，３と４は「学
習したこと」に関する内容の文であるこ
とをとらえる。「学習したことをもとに考
えたこと」を答える内容のため，事実で
はなく意見や考えである文を選ぶ。
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教科書との関連

水は温度が高くなると体積が増え，温度が低くなる
と体積が減ることを，前に行った空気の体積の実験
とも比べながら，学習する活動を設定しています。

学習したことが利用されている例を紹介しています。
「やってみよう」では，学習したことを活用する場面
を設定しています。

教科書に記載している二次元コードからアクセスす
ることで，同じ実験の動画を見ることができます。

理科４年 p.137

理科４年 p.3
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特徴的な問題と対策中学校理科①

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問2(1）

！ チェック
それぞれの生徒のせりふから，音の高
さに関する話題であることをとらえる。
また，音は空気の振動と関係している
ことを思い出す。

！ チェック

オシロスコープの波形は，音の大きさと
高さを表していることを思い出す。
グラフの横軸は時間，縦軸の波の高さ
は振幅を表す。大きな音ほど波の高さ
が高くなり，高い音ほど一定時間の波の
数（振動数）が多くなる。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

２ （１）

【考察】をより確かなものにす
るために必要な実験を選択し，
予想される実験の結果を記述す
る

【考察】をより確かなものにす
るために，音に関する知識及び
技能を活用して，変える条件に
着目した実験を計画し，予想さ
れる実験の結果を適切に説明で
きるかどうかをみる

第１分野
( １) 身近な物理
現象

（ア）光と音
㋒音の性質

思考・
判断・
表現

構想 選択
記述

２　ストロー笛をつくり，音について科学的に探究する（「エネルギー」を柱とする領域）

！ チェック

考察では，実験１と実験２の何を比べ
るか正しくとらえる。つまり，「ストロー
の長さ＝振動数」を比べることを理解す
る。

解答例 （１）アを選択し，振動数という言葉を使用している
（２）イを選択し，振動数という言葉を使用している
（３）ウを選択し，振動数という言葉を使用している

（１）アの実験を選択し，アの振動数が実験１，２より大きくなるとよいと指摘している。このことから，【考察】をより
確かなものにするために，適切な実験を計画 できていると考えられる。

（２）イの実験を選択し，イの振動数が実験１より小さく，実験２より大きくなるとよいと指摘している。このことから，
【考察】をより確かなものにするために，適切な実験を計画できていると考えられる。
（３）ウの実験を選択し，ウの振動数が実験１，２より小さくなるとよいと指摘している。このことから，【考察】をより
確かなものにするために，適切な実験を計画できていると考えられる。



13

教科書との関連

１年生では気づきについて，２年生では仮説を確かめる
検証計画について気をつけることを掲載するなど，探究
の進め方について巻頭で丁寧に説明しています。

音の高低が音源の振動数で決まることについてイラ
ストを使って説明するとともに，オシロスコープで高
低のちがいについて画像を使って比べています。

巻末には，学習したことについて思考を
さらに深めるための問題と解説を掲載し
ています。
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特徴的な問題と対策中学校理科②

！ チェック

動画を見て，プロパンガスではシャボ
ン玉が沈み，都市ガスではシャボン玉
が浮くことをとらえる。

！ チェック
問題の話題になっているのが，ガス警
報器の設置場所であることをとらえ，
ガスの種類には「プロパンガス」と「都
市ガス」の２つがあることをおさえる。
ここでは，「プロパンガス」と「都市
ガス」の性質そのものを知っている必
要はなく，生徒同士の会話から，それ
ぞれがどのような特徴があるかを考え
る。
とくに，ガス警報器の設置位置（高低）
と，気体の性質が関係していることに
気づく。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

４ （１）

プロパンガスと都市ガスでシャ
ボン玉を作ったときの様子か
ら，プロパンガス，都市ガス，
空気の密度の大小を判断し，小
さい順に並べる

ガス警報器の設置場所が異なる
理由を考える学習場面におい
て，実験の様子と，密度に 関
する知識及び技能を関連付け
て，それぞれの気体の密度の大
小関係を分析して解釈できるか
どうかをみる

第１分野
( ２) 身の回りの
物質

（ア）物質のす
がた
㋐身の回りの物
質とその性質

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

選択

４　ガス警報器の設置場所について科学的に探究する（「粒子」を柱とする領域）

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問4(1）

解答例 都市ガス＜空気＜プロパンガス と解答しているもの

シャボン玉の浮き沈みの様子から，プロパンガスは空気より密度が大きく，都市ガスは空気より密度が小さいと捉え
ている。このことから，観察，実験の結果を，密度に関する知識及び技能と関連付けて，分析して解釈できていると
考えられる。

！ チェック

「密度」のちがいに着目する。空気よ
り小さい場合は浮き，大きい場合は沈
む。
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教科書との関連

単元末に，ガスの警報器を題材にした問題を掲載しています。警報器のとり
つけられている位置のちがいから，都市ガスと LP ガス（プロパン）の性質
のちがいに気づかせることを日常生活と関連させながらとりあげています。

令和３年度　科学１年 p.126‐127

シャボン玉を使うことで，空気に対する気体の
浮き沈みがわかりやすいように表現しています。

類似
問題

科学１年 p.61

探究をはじめ，先生や生徒同士が対話をしながら進
めていく場面を複数設定しています。対話から深い
学びにつなげやすいように工夫しています。
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特徴的な問題と対策中学校理科③

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問5(2)

！ チェック

化学変化の前後で原子の種類と数が
変化しないことを思い出す。
反応前の物質がマグネシウムと二酸
化炭素，反応後の物質が酸化マグネ
シウムと酸素であることをおさえる。
モデルの数は，最も簡単な整数比で
表すことが基本である。

！ チェック

ドライアイスの中でマグネシウムが反
応する様子の動画を見て，反応後に
は炭素と酸化マグネシウムができるこ
とを図からとらえる。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

５ （２）

実験の動画と実験結果の図か
ら，どのような化学変化が起き
ているか判断し，原子や分子の
モデルを移動させることで，そ
の化学変化をモデルで表す

化学変化に関する知識及び技能
を活用して，実験の結果を分析
して解釈し，化学変化を原子や
分子のモデルで表すことができ
るかどうかをみる

第１分野
( ４) 化学変化と
原子・分子

（イ）化学変化　
㋐化学変化

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

記述

５　ドライアイスの中で燃焼するかどうか科学的に探究する（「粒子」を柱とする領域）

！ チェック

「…燃焼しました。」のせりふから，ド
ライアイス（二酸化炭素）とマグネシ
ウムの化学変化があったことをとらえ
る。

解答例 物質を正しく原子や分子のモデルで表し，化学変化の前後で原子の種類と数が変化していない。か
つ，モデルの数は，最も簡単な整数比で表されている。

 設問（２） 

趣旨 

化学変化に関する知識及び技能を活用して、実験の結果を分析して解釈し、化学変化を

原子や分子のモデルで表すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における分野・内容 

第１分野 (4) 化学変化と原子・分子 

(ｲ) 化学変化 

㋐ 化学変化

２種類の物質を反応させる実験を行い、反応前とは異なる物質が生成することを見い

だして理解するとともに、化学変化は原子や分子のモデルで説明できること、化合物の

組成は化学式で表されること及び化学変化は化学反応式で表されることを理解すること。

■評価の観点 

思考・判断・表現

■枠組み（視点） 

分析・解釈

解答類型 

問題番号 解  答  類  型 正答

５ （２）

１

物質を正しく原子や分子のモデルで表し、化学変化の前後で原子の種類と数が

変化していない。かつ、モデルの数は、最も簡単な整数比で表されている。 

 例 

 

 

◎

２

物質を正しく原子や分子のモデルで表し、化学変化の前後で原子の種類と数が

変化していない。しかし、モデルの数は、最も簡単な整数比で表されていない。 

 例 

 

 

○

３

物質を正しく原子や分子のモデルで表しているが、化学変化の前後で原子の種

類や数が変化している。 

 例  

 

 

４

類型１と原子の種類と数は同一であるが、１つの枠に複数の物質のモデルを当

てはめているもの。 

 例 

 

－48－
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教科書との関連

類似
内容

ドライアイスの中での，マグ
ネシウムの燃焼について扱っ
た内容を掲載しています。ま
た，どのような化学反応式
か考えさせる問いを投げか
けています。

物質が変化するようすを粒子のモデルでどのよ
うに表すことができるか，探究的に取り組める
課題を単元のはじめに設定しています。

コラム「理路整然」では，1年で学習した粒子の
モデルと対比させながら，化学変化を考えていく
説明をしています。

マグネシウムの酸化をモデルと化学反応式を使っ
て説明し，イメージをもって理解できるように丁寧
に説明しています。

科学２年 p.15

科学２年 p.46
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特徴的な問題と対策中学校理科④

令和7年度 全国学力・学習状況調査 中学校理科 大問8(2)

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

８ （２）

A さんの考えを肯定するために
はボーリング地点③の結果がど
のようになればよいかを判断
し，青色の地層を移動させ，ボ
ーリング地点③の結果をモデル
で表す

大地の変化について，時間
的・空間的な見方を働かせ
て，土地の様子とボーリン
グ調査の結果を関連付けて，
地層の広がりを検討して表
現できるかどうかをみる

第２分野
( ２) 大地の成り立
ちと変化

（イ）地層の重なり
と過去の様子
㋐地層の重なりと過
去の様子

思考・
判断・
表現

検討・
改善

記述

８　身近な地域の大地の変化について科学的に探究する（「地球」を柱とする領域）

！ チェック
「図１　A さんの住んでいる地域」と
A さんの会話の内容から，あたえられ
ている情報を正しくとらえる。とくに，
地層が西から東へ下がるように傾いて
いる地域であることを確実にとらえる。

！ チェック

「図２　ボーリング調査の結果」とA
さんの結果の考えの会話から，ボーリ
ング地点③の結果が予想できることを
とらえる。とくに A さんの会話のうち，
次のことをおさえる。
・同じ厚さである
・�ボーリング地点②と③の間に断層が

一つある

！ チェック

地層が同じ厚さであることを正しくとら
えられていれば，四角は２つ並べれば
よいことがわかる。操作は，クリック＆
ドロップで行う。CBT ならではの動作
であり，慣れておく必要がある。

解答例 次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの
（ａ） 西から東へ下がるように傾いている　　（ｂ） 同じ厚さになっている

 設問（２） 

趣旨 

大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボーリング調査

の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる。

■学習指導要領における分野・内容 

第２分野 (2) 大地の成り立ちと変化 

(ｲ) 地層の重なりと過去の様子 

㋐ 地層の重なりと過去の様子

地層の様子やその構成物などから地層のでき方を考察し、重なり方や広がり方について

の規則性を見いだして理解するとともに、地層とその中の化石を手掛かりとして過去の

環境と地質年代を推定できることを理解すること。

■評価の観点 

思考・判断・表現

■枠組み（視点） 

検討・改善

解答類型 

問題番号 解  答  類  型 正答

８ （２）  （正答の条件） 

   次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの 

    （ａ） 西から東へ下がるように傾いている 

（ｂ） 同じ厚さになっている 

１

 （ａ）と（ｂ）を満たしている         例 

    

 

 

◎

２

地点①から地点②までの地層の傾きより    例 

大きいが、（ａ）と（ｂ）を満たしている 

 

 

◎

３

（ａ）を満たしているが、          例１     例２ 

層の厚さが１つで（ｂ）を満たしていない 

 

 

４

（ａ）を満たしているが、          例 

着目する層が離れているため 

（ｂ）を満たしていない 

 

－67－

 設問（２） 

趣旨 

大地の変化について、時間的・空間的な見方を働かせて、土地の様子とボーリング調査

の結果を関連付けて、地層の広がりを検討して表現できるかどうかをみる。

■学習指導要領における分野・内容 

第２分野 (2) 大地の成り立ちと変化 

(ｲ) 地層の重なりと過去の様子 

㋐ 地層の重なりと過去の様子

地層の様子やその構成物などから地層のでき方を考察し、重なり方や広がり方について

の規則性を見いだして理解するとともに、地層とその中の化石を手掛かりとして過去の

環境と地質年代を推定できることを理解すること。

■評価の観点 

思考・判断・表現

■枠組み（視点） 

検討・改善

解答類型 

問題番号 解  答  類  型 正答

８ （２）  （正答の条件） 

   次の（ａ）と（ｂ）を満たしているもの 

    （ａ） 西から東へ下がるように傾いている 

（ｂ） 同じ厚さになっている 

１

 （ａ）と（ｂ）を満たしている         例 

    

 

 

◎

２

地点①から地点②までの地層の傾きより    例 

大きいが、（ａ）と（ｂ）を満たしている 

 

 

◎

３

（ａ）を満たしているが、          例１     例２ 

層の厚さが１つで（ｂ）を満たしていない 

 

 

４

（ａ）を満たしているが、          例 

着目する層が離れているため 

（ｂ）を満たしていない 

 

－67－

【解答類型１】地層が西から東へ下
がるように傾き，同じ厚さになって
いると捉えている。このことから，
時間的・空間的な見方を働かせて，
地層の広がりを検討して表現できて
いると考えられる。

【解答類型２】地点①から地点②までの地層
の傾きより大きいが，地層が西から東へ下が
るように傾き，同じ厚さになっていると捉え
ている。このことから，時間的・空間的な見
方を働かせて，地層の広がりを検討して表現
できていると考えられる。
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教科書との関連

CBT形式の問題である自社の GAKCBT（ガクビット）
では，柱状図を作成する問題を提示しています。

類似
問題

地層の重なりを柱のようにあらわした柱状図を扱っています。
地層は水平方向にも広がっており，その広がりは柱状図を比
較することでわかることを説明しています。

実際の地層を調べたレポートを提示しています。
地層のようすを具体的に知る展開になっています。

コラムでは，かくれた地層について図を使いなが
ら丁寧に説明しています。
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CBTを活用する意義
１．解答データを機械可読のビッグデータとして蓄積できる。
▶�現行では記述式問題の解答データはスキャンによりデータ化して処理しているが，CBT 化により，初めから機械可

読かつ軽量なデータとして収集できる。
２．ICT 端末上で出題・解答することで，多様な方法・環境での出題・解答が可能になる。
▶�マルチメディア（動画，音声等）や様々なツール（表計算機能等）の利用など，多様な方法での出題・解答が可能と

なり，児童生徒が ICT を活用した授業で身に付けた力を，より多面的に測定できる。
▶ �ICT 端末やネットワークの活用により，学校において何らか配慮を要する児童生徒や不登校等の状況にある児童生

徒への柔軟な対応を拡大できる可能性がある。
３．電子データにより問題・解答を配信・回収することで負担を軽減。
▶印刷，配送，回収に要する経費や環境負荷等を削減できる。
▶調査問題の厳重な保管などの学校の負担を軽減できる。
▶児童・生徒数の増減への柔軟な対応が可能になる。
▶より効率的な採点を実現できる。

IRT を活用する意義
１．今まで以上に多くの問題を使用し，幅広い領域・内容等での調査が可能になる。
▶ �IRT を活用することで，異なる調査問題に解答した学校や児童生徒同士の結果を比較できるため，一度の調査で幅

広く出題することが可能になり，得られるデータの幅が広がる。
▶�教委・学校や児童生徒にもより細やかなフィードバックが可能。

※ CBT を導入することで，複数の問題セットを児童生徒ごとに割り当てることも容易になる。

２．調査日の複数設定が可能になる。
▶�複数の問題セットによる調査と IRT の導入による集計・分析により，調査を異なる日時に実施しても同じ条件での

実施とみなすことが可能。
▶ネットワーク等のトラブルを回避するためにも，日程・時間帯の分散が必要。
３．学力の経時変化を各教育委員会・学校でも把握できる。
▶�問題を一部非公開とし，次年度以降も出題する設計により，各教育委員会・学校でも年度をまたいで児童生徒の学力

を比較可能。

令和２年5月に「全国的な学力調査の CBT（※１）化検討ワーキンググループ」（以下「CBT検討 WG」という。）で
の全国学力・学習状況調査の CBT化の検討が開始された。

その CBT検討 WG の「中間まとめ」では，「調査の目的とその実施方法は表裏一体の関係である」として，調査の目的
や役割などについて総合的に検討する必要性について指摘がなされ，CBT化に向けた「工程に関する考え方」には，「悉
皆調査の教科調査では，令和７年度以降できるだけ速やかにCBTを中学校から先行導入し，それ以降，できるだけ速
やかに小学校に導入」するとある。ここでいう悉皆調査は，毎年度行われる国語，算数・数学，および質問紙調査と３年
に一度程度実施される，理科，英語の本体調査を示している。

文部科学省は，全国学力・学習状況調査の目的を今後より確実に達成するため，悉皆調査に CBT および IRT（※２）
を活用する意義を最大限反映するとしている（表１）。

※１　CBT(Computer-based Testing)：コンピュータ使用型調査

※２　IRT(Item Response Theory)：項目反応理論

CBT方式とは？また，そのメリットとは？
令和7年度　全国学力・学習状況調査に関する新たな試み

表１　CBT および IRT を活用する意義（出典1より一部改変）
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教育委員会において，全国学力・学習
状況調査の問題とデータを活用した授
業改善や教員研修等を実施する。

自治体の傾向や経年変化がより細やか
に分かるようになり，授業改善や教員
研修等を充実させることができる。

学校において，学校全体としての課題を把握
し，日々の教育指導の改善・充実につなげる。

より広い領域・内容等について学校全体の課
題を把握できるようになり，きめ細やかな指導
改善につなげることができる。また，学校とし
ての経年変化も確認できる。

現在

CBT・
IRT を
活用

図１　教育委員会および学校における活用の充実（出典1より一部改変）

これらのことをふまえると，CBT導入のメリットとしては，以下のように捉えることができる。

●効率化：試験の採点や集計が自動化され，迅速な結果提供が可能。
●柔軟性：問題の出題形式や難易度を調整しやすく，多様な設問を用意できる。
●データの質向上：誤記や採点ミスの削減，詳細な分析が可能。

☞学校の ICT環境整備：各学校でのパソコンやネットワークの整備が必要。
☞教員の研修：CBTの操作や運用に関する研修を実施。
☞試験運用：導入前に試験運用やリハーサルを行い，問題点を洗い出す。
☞操作スキル：生徒が一定のタイピングスキルがあるかなど，調査実施への操作の懸念。

また，動画，音声や試行錯誤が可能な CBT の特性を活かして，「思考力」や「問題発見・解決能力」などのこれまで
測定が困難だった能力の測定が可能であることや，音声・読み上げ・文字の大きさの調整などが可能なことによる特別な
配慮が必要な児童・生徒への多様な対応ができることなどもCBT化のメリットとしてあげられるている（出典２）。

一方，今後 CBT化を進めていく中で，実施にあたってのポイントは，以下の課題が考えられる。

なお，中学校では，令和8年度では英語が CBT で行われ，令和9年度からは国語・数学でもCBT で行われる予定で
ある。理科においては，次回の調査は令和10年度に予定されている。（2025年8月現在）

【IRT（項目反応理論）とは？】
児童・生徒の正答・誤答が，問題の特性（難易度，測定精度）によるのか，児童・生徒の学力によるのかを区

別して分析し，児童・生徒の学力スコアを推定する統計理論のこと。
メリットとしては，

①異なる問題からなるテストの結果をたがいに比較することができる
②�異なる集団で得られたテストの結果をたがいに比較することができることがある。

※PISA，TOEIC・TOEFL などの英語資格・検定試験，医療系大学間共用試験などで採用されている。
※ただし、問題は別の回や次年度以降も使用することから，原則として非公開とする必要がある。

【出典】
�１．�令和７年度以降の全国学力・学習状況調査（悉皆調査）の CBTでの実施について【概要】令和６年９月改定　文部科学省総合教育政策局　
参事官 (調査企画担当 )付学力調査室

２．文部科学省CBTシステム (MEXCBT：メクビット )について　文部科学省総合教育政策局教育DX推進室　2025.1.31 更新
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〔学習状況調査 生徒質問紙 質問事項〕　令和6年度　小学校理科

番号 質問事項
質問事項 1 ～ 14 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日，同じくらいの時刻に起きている
４ 自分には，よいところがあると思う
５ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う
６ 先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは，進んで助けている
９ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している
質問事項 15 ～ 28 は，質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で，幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。

１７ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１９ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場合も含みます）。

２０ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書，
漫画や雑誌は除きます）。

２１ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除きます）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校図書室や地
域の図書館（それぞれ電子図書館を含む）にどれくらい行きますか。

２２ あなたの家には，およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌，新聞，教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
質問事項 25 ～ 28 までは共通の四択式解答
２５ 今住んでいる地域の行事に参加している
２６ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
２７ 外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う
２８ 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思う
質問事項 29 ～ 32 は，質問ごと固有の選択式解答
２９ ５年生までに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使用しましたか。
３０ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。

３１ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，PC・タブレットなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか（遊
びなどの目的に使う時間は除きます）。

３２ 授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
質問事項 33 ～ 35 までは共通の四択式解答
３３ 授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた
３４ 授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っていた
３５ 授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっていた
質問事項 36 は，固有の選択式解答
３６ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
質問事項 37 ～ 42 は，共通の四択式解答
３７ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につなげることができている
３８ 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしている
３９ 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる
４０ あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
４１ 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
４２ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる
質問事項 43 ～ 50 は，国語の質問のため省略
５１ 理科の勉強は好きだ
５２ 理科の勉強は大切だ
５３ 理科の授業の内容はよく分かる
５４ 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
質問事項 55 ～ 59 は，英語の質問のため省略
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番号 質問事項
質問事項 1 ～ 14 までは共通の四択式解答

１ 朝食を毎日食べている
２ 毎日，同じくらいの時刻に寝ている
３ 毎日，同じくらいの時刻に起きている
４ 自分には，よいところがあると思う
５ 先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思う
６ 先生は，授業やテストで間違えたところや，理解していないところについて，分かるまで教えてくれていると思う
７ 将来の夢や目標を持っている
８ 人が困っているときは，進んで助けている
９ いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思う

１０ 困りごとや不安がある時に，先生や学校にいる大人にいつでも相談できる
１１ 人の役に立つ人間になりたいと思う
１２ 学校に行くのは楽しいと思う
１３ 自分と違う意見について考えるのは楽しい
１４ 友達関係に満足している
質問事項 15 ～ 28 は，質問ごと固有の選択式解答
１５ 普段の生活の中で，幸せな気持ちになることはどれくらいありますか。
１６ 家で自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含みます）。

１７ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に
教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１８ 土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている
時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含みます）。

１９ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（インターネットを通じて教わっている場合も含みます）。

２０ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，読書をしますか（電子書籍の読書も含みます。教科書や参考書，
漫画や雑誌は除きます）。

２１ 昼休みや放課後，学校が休みの日に，本（教科書や参考書，漫画や雑誌は除きます）を読んだり，借りたりするために，学校図書館・学校図書室や地
域の図書館（それぞれ電子図書館を含む）にどれくらい行きますか。

２２ あなたの家には，およそどれくらいの本がありますか（一般の雑誌，新聞，教科書は除きます）。
２３ 新聞を読んでいますか。
２４ 読書は好きですか。
２５ 学校の部活動に参加していますか。
２６ 普段（月曜日から金曜日），平均して何日学校の部活動に参加していますか。
２７ 学校の部活動で，普段（月曜日から金曜日）活動を行った日は，平均してどれくらいの時間，活動をしますか。
２８ 学校の部活動で，土曜日や日曜日など学校が休みの日に活動を行った日は，平均してどれくらいの時間，活動をしますか。
質問事項 29 ～ 32 までは共通の四択式解答
２９ 今住んでいる地域の行事に参加している
３０ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う
３１ 外国の人と友達になったり，外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う
３２ 日本やあなたが住んでいる地域のことについて，外国の人にもっと知ってもらいたいと思う
質問事項 33 ～ 36 は，質問ごと固有の選択式解答
３３ １，２年生のときに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT 機器を，どの程度使用しましたか。
３４ 学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。

３５ 学校の授業時間以外に，普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，PC・タブレットなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか（遊
びなどの目的に使う時間は除きます）。

３６ 授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。
質問事項 37 ～ 39 までは共通の四択式解答
３７ 授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいた
３８ 授業では，各教科などで学んだことを生かしながら，自分の考えをまとめる活動を行っていた
３９ 授業は，自分にあった教え方，教材，学習時間などになっていた
質問事項 40 は，固有の選択式解答
４０ 学級の生徒との間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていますか。
質問事項 41 ～ 46 は，共通の四択式解答
４１ 学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を見直し，次の学習につなげることができている
４２ 授業で学んだことを，ほかの学習で生かしている
４３ 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる
４４ あなたの学級では，学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている
４５ 学級活動における学級での話合いを生かして，今，自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる
４６ 道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいる
質問事項 47 ～ 54 は，国語の質問のため省略
５５ 理科の勉強は好きだ
５６ 理科の勉強は大切だ
５７ 理科の授業の内容はよく分かる
５８ 理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ
質問事項 59 ～ 72 は，英語の質問のため省略



小理－ 3

あかりさんたちは実験を行い、得られた【結果】を下のように整理 

しました。

〈赤
あか

玉
だま

土
つち

に水がしみこむ時間〉

コップＡ
（大きいつぶ）

コップＢ
（小さいつぶ）

1 回目 3 秒 11 秒

2 回目 4 秒 10 秒

3 回目 4 秒 11 秒

あかりさんは、【問題に対するまとめ】を考えています。

【問題に対するまとめ】は、「水のしみこみ方は、 

赤玉土のつぶの大きさによって、ちがいがある」 

といえるね。あかり

あかりさんが下線部のようにまとめたわけを、上の【結果】を使って

書きましょう。

【結果】

（2）

4 5

特徴的な問題と対策 教科書との関連

！ チェック
【結果】から，コップ Aとコップ B の
しみ込む時間を比較して，どちらの方
が長いか（あるいはどちらの方が短い
か）をとらえるようにする。
ここでは，コップ A よりもコップ B の
方が，しみ込む時間が長いことをおさ
える。

令和7年度 全国学力・学習状況調査 小学校理科 大問1(2)

土への水のしみ込み方について，つぶの
大きさのちがう２つの土を比べて確かめ
る実験を設定しています。

日常生活に関連した内容や，学んだこと
を活用した例を取り上げています。

小学校理科①

問いには，【結果】を使ってという表
現があるので，コップ Aとコップ B で
の水のしみ込む時間の数値を具体的
に出しながら，答えるようにする。

問題番号 問題の概要 出題の趣旨 学習指導要領
の分野・領域

評価の
観点 枠組み 問題

形式

1 （２）

赤玉土の粒の大きさによる水の
しみ込み方の違いをまとめたわ
けについて，結果を用いて書く

赤玉土の粒の大きさによる水の
しみ込み方の違いについて，結
果を基に結論を導いた理由を表
現することができるかどうかを
みる

〔第４学年〕
B　生命・地球

（２）ア（イ）

思考・
判断・
表現

分析・
解釈

記述

１　結果を基に結論を導いた理由を表現することができるかどうかをみる。（「地球」を柱とする領域）

解答例 水のしみ込む時間は，コップＡは３秒から４秒で，コップＢは 10 秒から 11 秒だったので，小さ
いつぶの方が長かったから。

【正答の条件】  次の①，②を全て記述して，妥当な考えを表現している。
①コップＡ，コップＢでの水のしみ込む時間を数値で記述しているもの
②それぞれのしみ込む時間を比較し，結論を導いた理由を記述しているもの

あかりさんのいう，「しみこ込み方のち
がい」が，つぶの大きさのちがいによ
るしみ込む時間のちがいであることを
おさえる。

！ チェック

！ チェック

しみ込み方のちがいをモデルで表現するこ
とで理解しやすいように工夫しています。

単元末の「ふりかえろう」では，学んだ
ことのまとめの掲載もあります。まとめ
を行うときに活用できます。

類似
問題

理科４年 p.63

理科４年 p.59
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本資料について
本資料は，全国学力・学習状況調査の調査問題を，学校図書の教科書に基づいて分析したものです。本資料が，
調査の結果や分析を授業改善に活かす一助となれば幸いです。

〔令和７年度問題〕
調査問題の中から，主に思考・判断・表現が問われる内
容を取り上げ，求められる思考の過程を一つひとつ切り分
けて分析し，解説しました。

〔教科書関連箇所ページ〕
調査問題で扱われている内容や考え方について，授業で
日々お使いいただいている教科書との関連を具体的に示し
ました。


